
放射線生物学 No。 1 放射線影響の分類

第 50回 (2005年 )
問23放射線障害のしきい線量に関する次の記述のうち,正しいものの組合せはどれか。

A これ以上線量を高くしても障害の発生頻度が増加しない線量を指す。
B 確定的影響に限って認められる。
C 発生・成長の時期によって大きく変動する。
D 線量率が異なっても変動しない。
l Aと B  2 Aと C (I)Bと C  4 Bと D  5 Cと D


